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当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせて
いただきます。

　　　　　　応募方法 　　　　　 ①答え　②氏名　③郵便番号・住所　④良
かった記事・感想・ご意見　⑤当たったつやま和牛の食
べ方を書いて、秘書広報室へ送る

史
歴
の
山
津

正解者の中から抽選
で１人に当たる！  

９月号の正解

つやま和牛振興協議会提供
つやま和牛 5,000 円相当

  
特集スペシャル記念品

分散（応募36人、正解33人）中学生以上 1,200円→1,000円
小学生　600円→400円
幼児　300円→200円  
有効期限　2021年３月29日㈪
※他の割引と併用不可。ナイトタイムの使用不可

※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。津山市が特に推奨等するものではありません。
　広告の内容について、詳しくは広告主へお問い合わせください。

有料広告ページ

令和２年11月20日㈮当日消印有効 

つやま和牛４つのこだわり
生まれも育ちも○○○○
◯に入る漢字４文字は？

８月号

Ｅメール　kouhou@city.tsuyama.lg.jp
ファクス　32-2152
は が き　〒708-8501 津山市役所秘書広報室行
※お便りの内容は広報紙やホームページで紹介す
　る場合があります
冬のイラスト・絵手紙(※希望者には作品を返却)
絵を描いたはがきに、①氏名とふりがな ②ペンネ
ーム (ある場合）③住所 ④年齢 (学生は学校名・
学年も）を明記し送る

グラスハウス プール割引券
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（１枚で５人まで）

中
島
大
次
郎
ら
が
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
入
る
と
、
永
祐
は
籾
山
黌
を
閉
校
し
て
、
１

８
７
３
（
明
治
６
）
年
に
東
南
条
郡
第
八
区
小
学
校
（
籾
保

を
含
む
周
辺
地
域
の
学
校
）
の
教
師
に
、
１
８
７
９
年
に
は

日
就
小
学
校
（
勝
部
）
の
校
長
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

１
８
７
６
年
に
は
区
会
議
員
（
籾
保
を
含
む
周
辺
地
域
か
ら

選
出
））、
１
８
８
０
年
に
は
岡
山
県
会
議
員
に
選
ば
れ
、
地

方
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
１
８
８
２
年
、
美
作
自
由

党
の
結
成
に
参
加
し
、
国
会
開
設
の
直
前
に
は
、
立
石
岐
・

加
藤
平
四
郎
ら
と
上
京
し
て
政
党
間
の
紛
争
解
決
に
あ
た
り

ま
し
た
。
そ
の
際
、
人
々
は
永
祐
の
こ
と
を
、
自
由
民
権
運

動
を
推
進
し
た
板
垣
退
助
に
な
ぞ
ら
え
て
「
美
作
の
板
垣
」

と
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
溜た

め

池
の
所
有
権
を
民
有
に
戻
す
運
動
や
吉
井
川
の

改
修
、
津
山
中
学
校
の
設
立
、
山
陰
山
陽
連
絡
鉄
道
の
敷
設

問
題
の
解
決
に
奔
走
し
、
手
腕
を
振
る
い
ま
し
た
。

　
大
正
時
代
に
門
人
ら
が
永
祐
の
顕
彰
碑
を
建
て
ま
し
た
が
、

漢
文
で
読
み
に
く
い
た
め
、
生
誕
１
８
０
年
の
２
０
１
１
（
平

成
23
）
年
に
籾
保
町
内
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
案
内
解
説
板

の
設
置
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
72
年
の
生
涯
を
地
域
の
人
々
と
と
も
に
歩
ん
だ
永
祐
の
人

柄
は
、
今
も
地
域
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

※
企
画
展
「
仁
木
永
祐
と
籾
山
黌
を
め
ぐ
る
人
々
」
を
開
催

し
ま
す
（
11
月
28
日
㈯
～
令
和
３
年
２
月
21
日
㈰
）。
詳

し
く
は
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

仁
木
永
祐
は
、

江
戸
時
代
後
期

か
ら
明
治
時
代

に
か
け
、
美
作

地
域
の
医
療
・

教
育
・
政
治
に

献
身
的
に
取
り

組
ん
だ
人
物
で

す
。

　
永
祐
は
、
１
８
３
０
（
文
政
13
）
年
、
東
北
条
郡
下
津
川

村
（
加
茂
町
下
津
川
）
の
中
庄
屋
・
豊
田
家
の
四
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
18
歳
で
江
戸
に
遊
学
し
、
津
山
藩
医
の
洋

学
者
、
箕み

作つ
く
り

阮げ
ん

甫ぽ

や
宇う

田だ

川が
わ

興こ
う

斎さ
い

ら
に
洋
学
を
学
ぶ
な
ど
約

４
年
間
の
修
業
に
励
み
ま
す
。
津
山
に
戻
り
、
東
南
条
郡

籾
山
村
（
籾
保
）
の
医
師
・
仁
木
隆
助
の
養
嗣
子
（
家
督
を

継
ぐ
養
子
）
と
な
り
、
養
父
の
医
業
を
助
け
ま
し
た
。

　
勉
学
に
熱
心
だ
っ
た
永
祐
は
、
23
歳
の
時
、
大
坂
に
遊
学

し
、
後
藤
松
陰
か
ら
漢
学
を
学
び
ま
す
。
津
山
に
戻
っ
た
後
、

私
塾
を
開
き
、
１
８
６
０
（
万
延
元
）
年
に
、
医
業
を
続
け

な
が
ら
、
藩
の
許
可
を
得
た
学
校
・
籾
山
黌こ

う

を
創
設
し
ま
す
。

そ
の
門
下
生
の
中
に
は
、
後
に
麒
麟
麦
酒(

キ
リ
ン
ビ
ー
ル)

の
創
業
者
と
な
る
米
井
源
治
郎
、
自
由
民
権
運
動
家
と
な
る

井
手
毛
三
・
安
黒
基
・
立
石
岐ち

ま
た

、
苫
田
郡
医
師
会
長
と
な
る

明
治
の
人
材
を
数
多
く
育
て
た

　
　
　
　
　
　
　
　  

仁に

木き

永え
い

祐す
け

仁木永祐肖像画
(津山洋学資料館寄託・仁木家資料)

問
津
山
洋
学
資
料
館
（
西
新
町
）
☎
23
－
３
３
２
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